
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

学校法人 尾道学園 尾道中学校・高等学校 

創立６０周年記念 公 開 研 究 会 

研究主題 

「主体的学修者を育てる授業」の創造 

～アクティブラーニングの学びを通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ごあいさつ 

仲秋の候，みなさまには益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて，学校法人尾道学園 尾道中学校・高等学校は，今年度，創立６０周年を迎えました。

保護者を中心とする市民の熱い想いと努力に導かれて設立できた経緯をふまえ，「地域の期待

に応え，地域から信頼される学園」の一層の進展を期して，本校初めての公開研究会を開催い

たします。 

研究会開催を目標にたてて以来，本校では『「主体的学修者を育てる授業」の創造～アクテ

ィブラーニングの学びを通して～』を研究主題に校内で研修・協議を続けてきました。それは，

多義的な「アクティブラーニング」という用語の定義を求めることや，また能動的な学習その

ものを目的とするものでもなく，あえて「学修」者という語を引用し，生徒たちの変容，ひい

ては授業者のあり方への省察を目的とした授業実践の試みです。 

いまだ緒に就いたばかりではありますが，当日は６つの公開授業と研究概要報告によって本

校が目指している授業・教育活動を提案いたします。 

併せて，全体講演では，日本体育大学大学院教育学研究科長・角屋重樹教授をお招きし，「新

学習指導要領とこれからの授業」の演題でお話いただきます。指導要領に示される生徒たちに

育成すべき資質・能力などについて，授業づくりの実際に関わる高いご見識をご披露いただけ

ると期待しています。 

みなさまにはご多用のこととは存じますが，多数のご参加をいただき，ご指導ご助言をいた

だきたくご案内申し上げます。 

平成２９年９月    

尾道中学校・高等学校 

校長  三 藤  義 郎 

●会 場  尾道中学校・高等学校 

〒722-0073 尾道市向島町 5548 番 10 

TEL 0848-20-6612 

FAX 0848-20-6613 

e-mail:gakuen@onomichi.ac.jp 

●期 日 平成２９年１１月３日（金） 文化の日 ９：００～ 
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●公開授業 

学年・クラス 教科・科目 単元名 授業者 

中学校 1年 1組 道徳（７つの習慣 J®） 
内容項目 B(9) 相互理解 

違いを歓迎する～実践編～ 

大胡 満裕 

白石 侑也 

中学校 2年 1組 国語 
君は「最後の晩餐」を 

知っているか   
豊本 英嗣 

普通科 2年 E組 数学・数学Ｂ 群に分けられた数列 石川 和也 

工業科 1年 B組 理科・科学と人間生活 光の性質とその利用 高橋 政夫 

普通科 1年 B組 
英語・ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 
Food Bank 

James Hustler 

Grant Willems 

津田 映会 

普通科 1年 A組 

普通科 2年 A組 

学校設定教科・ 

模擬国連   

国際安全保障の文脈における 

情報および電気通信分野の進歩 

田頭 世光 

Ryan Surdick 

 

●授業内容 

教科 授 業 内 容 

道徳 

本校では，平成２４年度から道徳の授業に「７つの習慣 J®」を導入している。今回の授

業では第６の習慣『相乗効果を発揮する』を体感することを目的とし，対話的なロールプ

レイを行う。演習を通して「違いを歓迎する」ことで，相互理解が進み相乗効果が発揮で

きることを体感させる。 

国語 

評論を読み，他者のものの見方や考え方を学ぶことで，生徒自身のものの見方や考え方を

豊かなものにする。また言葉にも注目し，書き手が工夫した表現などを意識することで評

論の構成や表現を理解し，自身が主張する際に使うことのできる知識として身につけさせ

る。主体的に取り組むための活動の場を設定し，本文の読解をすすめる。 

数学 

各グループで数列の分野での公式や考え方を復習させ，群数列の問題に対して応用させ

る。表を用いる，数字を書き並べる，公式を用いて計算する等，それぞれのグループにお

ける導き方をまとめさせ，グループ毎に発表し共有を行う。グループの人と協力しながら

解決策を模索し，既習事項を活用させる。 
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理科 

近年，ＬＥＤや通信，医療などにみられるように，光（電磁波）に関する技術の進歩が私

たちの生活を豊かにしてきた。今回は，これまで学習してきた光の性質を振り返りながら

身近な現象との関係を観察・実験を通して理解させ，科学技術と日常生活との関わりにつ

いて認識を深めることで科学に対する興味・関心を高める。 

英語 

教科書の題材（Lesson 5 “Food Bank”）を学習した後，その発展形として，関連したテー

マ（チャリティやボランティア活動等）について，生徒が英語を使って意見交換を行う。

この活動を通して，生徒自身が日常的に行われている社会活動について考え，学んだり感

じたりしたことを互いに共有する。 

学校設定 

教科 

2016 年度全日本高校模擬国連の議題を簡略化して取り上げ，それぞれの担当国の立場か

ら実際に議論する。すでに，Position Paper（PP，各国の概要をまとめた文書）を作成し

ており，今回は，各国内で Working Paper（WP，議題，論点に対する各国の立場を示し

た文書）を完成させ，議論に向けて準備し，実際に議論を試みる。 

 

●全 体 会 

（１）研究概要報告 

   尾道中学校・高等学校 教務・教育研究部長  宮地 達也 

（２）講 評 

    

 

●記念講演 

 

 

 

 

 

 

 

●参加申込み 

（１）申込み期間 

   印刷物等の準備の都合上，１０月２７日（金）までにお申込みください。 

   当日の申込みも受付けいたしますが，できるだけ事前にお申込みいただければ幸いです。 

（２）申込み方法 

   学校ホームページ内の受付けフォームからお申込みいただくか，本紙の申込書または同様の

書式文書に必要事項をご記入の上，郵送，FAX または e-mail にて送付してください。 

（３）申込み内容 

   所属名（学校名）・郵便番号・住所・電話番号・e-mail・職名・ご芳名をご記入ください。 

（４）申込み先 

〒722-0073 広島県尾道市向島町 5548 番 10  尾道中学校・高等学校 

TEL:0848-20-6612  ／ FAX:0848-20-6613 ／ e-mail:gakuen@onomichi.ac.jp 

 

広島大学大学院教育学研究科 准教授  木下 博義 先生 

 

演 題 「新学習指導要領とこれからの授業」 

講 師  日本体育大学大学院教育学研究科長 教授 

    広島大学名誉教授 国立教育政策研究所名誉所員 

角屋 重樹 先生 

 

 

tel:0848-20-6612


●会場へのアクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加申込み票                        FAX：0848-20-6613   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込み票にご記入いただきました個人情報は，当公開研究会の運営目的以外では利用しません。 

所属名 

（学校名） 
 

住 所 

〒 

 

 

TEL           e-mail  

職 名 ご芳名 

 

 
 

 

 
 

  

 

 
 

校内駐車場は台数に限りがあります。満車の場合は駐車をお断りする場合がございますので，

できるだけ公共交通機関のご利用をお願いいたします。 

 


